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1.はじめに
芙語では能動態構文を例示する rTaro movcd the tractor.( ff'例)jど受動構丈を('liJづくする
'The tractor was moved by Taro. (作例)Jのl習には統に見ても意味的に見ても受動態札構文で
も能動態十背丈でもない、 主計H無生名山J)の属性のみを記述する中間4島文と!呼ばれるものがある。例えば
中間構文;を例示する"Thctractor mNeS wel. (作例)jの述語動詞 r-movclは能動態の述活動詞と
1]じ沓形をもちながら、能動態構文;と受動構文の統語n(J特徴と;意味特徴とはI:{J]リ討しる。
能動態構)(を例示する 'Taroscared Hanako目(fイ列)1と受説Iyi]f/;Lstを例'J、する'.Hemakowas scmm 
















られる rHar叫むの1't_sc期対副間silv.C作例)Jの述語動詞 r-sαreJと同じ奇形を取る。長後に、 u本語で



























的特徴とは別される。まず、 fJ JI二語lこi土j二語(有生三十:語， 1，誕生主主的の属性を記述する中日]構文がある。詰]
























例えば ì~1ì剖x)s rr丸l(_~S s:l wil(作附・ iに見られるように、 「指示話十+，;書名詞らj十動詞十一副.5";i](1ωl
の)1債に配列きれる。このような配列をもっす巾I-Hl構文は irnm)srovels sel] wel1.Jに見られるように、 対
応する能動態 'Jo11n叩，ldTanx) s novelS.lで日(l0frlfであうたものがギ訴となり、動詞語は能態の述
語動詞と|司形をとる。第2に、英語!十1日]構文は i* Taroo' s novcls sel well by]¥色ry.J ~こJilJALるよう
に動作主項が現れない。しかし、意味的には動作二トの存在は不特定多数動作主の形で合意される。第
3に、 「指示日十十語名詞11]十動詞十[Jijri司({1])Jの配列をもう英語中間構文では副詞(イリ)を省略した
r *Taroo's no¥ァelssε:l.Jはf在日忍きれない。第一4に、 主語仁1"間構文(土日木訴と同様に七の操作を受け
る。その恨として茶話中間構文は次に見られるように、進行形(!〆12重工x)smvels (宜L:SeliI耳，;¥mLJ )、
態面Ij詞(r*T311ω，'s novels sel1仰やfl~lY.J )、場所副詞( i *Taro' s novels sel at the bank. _I )、 1
的主j(r〆raroo's novels scl well to swre hilOV九七説、 J)~どと共起しない。さらに、英語中間構文
は疑旬、分裂人I'~bat Tar∞:s novcls did was sel wcll.J )、単純反復現在時制(i，q、aroos 
novels sel at p.m6 everydaY.J )、命令形('*剥Jcare乱訓y，1加x)snovels! J )に生じない。第5に、
英語ではすべての動詞が中間構文の述語動詞になり得ない(4.3節で詳述する)。最後に、 日本語司小刑1甘i問l日問;丹I構































「視覚」 「聴覚.1 r明党J 味覚J 1M;党 j などによる「知覚システム!を能動的に行動させ知
党するとぎれる。第3に、生心JIjl"tでは安者に対日党ぎれた対象y少女n党名にある1J為の可能性、
「アフォーダンスー!を与えるとされる。{刈えば、 「拐F会名古 J l土全11~首占lこ清掃する可能性をアブノ十 ドし、 1和!i























、liたる)i土、 日月IJミきれなし 、エコロジ;lJIレ セルブのレベルで捉えられる。
それでは上記した英語中間悼文のうご態心Jfl学的特徴会詳しく見てみよう。中間構丈を例示する f-Thiscar 
handl回 smoothly.(Fellbaum ]浅沼)I 4)で芹えば、活動詞 I一banclc.1は知覚者(運転手)(7)}末索活動を
し1g去の指示よる対象 'carI (土、知覚唱に楽しL、運転というアフオーダンスを提供する。す計九 百 1Scar 
hmldl臼淵JOthly.(Fellbaum 1鮪 )Jというjl1割高生々が判官協こ与えるア7t-ーダンスは fOnecan bandle this 
car SlTDothly.(Fcllbaum 1倒ラ))て、あるら)。きらに中!日時えを例iJミする r'Thisωrhandl出 smx)thlY.Ji政I此
名叫却ことっての一見えて、制、そ川氏主者川Ln邸手括経表す。 見詰中間構えて、は「功]ili日 car drives 




る。 !日古中間構丈では例えば、 rrnTisωhanclles sm)()thly. j tこ見られるように難易w問 Isl1lOOthlYI 
や ia:'1SliYJなどが必須的に現われるが、このことはぶ出のl毒性が知覚ィ与の行為により知覚さ;ILることを泉






性が裏付けられる。(i ) '*The OOor lddc弓朗sily.(Levinand Hapoport 1988)j (ii) '*Ihese books 
]Jut on th(' table ea<;i1y. (Nakamma 1997) J (ii) 1-;，一V、河ヰ*寸、f折I
4心)←Jパ(i討川Vり)'*111e 加 swe釘rk.幻n悶αUωs e伺asilyドμ7ヘ寸.ベ(Ke町yseα'1'噌 and R政[瓜明X時1料.lE:Y 1弼4)仏j(v) i斗*竹L札九収t切わ叫，1swe朗ati於εrs k.幻7が枕t 
悶 S没si1社y弘以rに.(ベ伍Felllx則1官哨1m 1拙:)I ('i付九Vlυ)r.*汀1もI1a瓜t 叩 n噌g sIngs beautifully. (谷口 」実 1995)j (vi) '*Mary 
fears/likes/色加meseasily.(N法 amura1997)j 
まず、表出接触の動詞 lkickjが中間十詩文のよili:語動詞になり得ないのは主語が指示する対象 Idoor I 
カら知覚者が 'kickJという1，'11;性を知覚て、きずその帰結として 1doorjが知覚者に lkidむというアフォー
ダンスを提供ていきないからである。第2に、位置変化動詞 rputJ i.戸市間構文の述活動詞になり得ないの








5¥ 本多枠(加13:93)にJ:rLば、中間構文 l'l1Isωrhandles smnthly.(Fellbaum 1985)j !:>1弔定対働





ならないか、は象 rWcolSW(辺t怯古 j J土作成動詞 Iknit_1とい川、終了してはじめて成i:するものなのて、
知覚者の探宗活動が成ウできず、その帰結として知党名にアフオーダンスを与える、三とができない。例文(vi)


























































撃右、あるし壮動作主+司王手点であり得る。具体的に言えば、すてに3_2.1節で見たように中flD構文 i'lbis car 
bandles SIrrX)thlY.Jを '01cα百1bandle出scar況なおせJlY.J，ご/ヘλラフレvーズできることから、 i~_J に湖'fr，
j二J 円斡J 官 f::3:十目撃Jむの謝結助事酔辺Jれとと考会広とカできる。 iThe 倒 rdrives nialy'(Key舵r
and比崎町 l部4)Jや iBureaucrats凶aeasi1y. (Keyぽお1dRc瓦~r 1侶4)j，=対しても同様の説明が可能
であるめ。本多砕m英17、19側、笈J02、2013)では、このことが全く論じられていない。


























bJil~ easiJy. I t立でi主主いれ充かなコンテクストさえ整えられば無生名詞JI'IM構文 'Thiscar hEU1ClεS STn:X)thl 
Y.J Iこも同駅ことが行えよう。
4.3アブ1ーダンス、エコロジカノレ セルフと巾間申請文




まず第1に、 i *The wal1 hits easilyJLe吋nand Rapport 1988) j i *The d∞r kicks easily. 






walJ hits msiJy. I i *The dω-kicks easilY.j '.ギ1mscup touches easilY.jという中間構文が成立しな












c;:印正乱1お-過日勘yドμ.(倒Na北k王泊臼悶Jra1節 7刀)I '*寸1刊入Nir肥鷲 rx刊川孔淵1"ち mω a 広以la部s 悶 S泣sil口]y.判7乙吋.(山Na出k王叩z川m世泊:l1ねur問a1悶g芥初)J :~;埼ホ、r百The plat舵εth.rows 
e::ぉj]y.保証剖llUla1部7)J *111C 1xul校時;cseasil~v. (N地amura1的マ)1などの例にはられるように、位置変




べきであった。具体的に ι えば、上記の中間構え;が成立しないのは主語 '~bo()kl は 'putJを、
'l)<~rback b:XJl<Jは 'uftJを、 lwineJ {土「ぴめfJを、 'platcJ は ~~throw 1を、 'baJlJは「泊時j
のみをアフォードすることはないからでもるb 換百すれば、 知J見二白はこれらのヰヲ告からそれぞれ Iputj '1iftJ 
， poorJ 'th1'ow J r tossJを況感システムで能動的に探宗と知覚がイ¥可能であり、その吊結としてこれら
の構丈からこれらの動詞に問わるアブオーダンスが与えられることはない。このことから巾間~!注文の j 語と凶什
はそれなりの意味的整合引:が整っていなければならなし叱の帰結が得られる。このことは本多啓(2013:96)も指
摘するようにi寸じ位置変化を去す動詞であっても 1守?と意味的整合性をもってしミさえすれば 'Thcsc、weedspull 
out casily. (l<ellbaum 1後あ)J "111at box lifts easily. (イ¥多啓 2013:鮒)J ，rl1us boome1':ilは
tbrows we11.(オミ多啓 2013:凶)J 'That pnun pushes easily. (本多特別13:96)jに見られるようにrt'間
楠文の述語動計jになり得ることからその妥当性が裏付けられる。
第3に、 r~*F1'ench acqui1'es easily. (Keyse1' and Roepe1' 1984)j ，*印smistakes notice 
easily. (Nakぽnura1997)J r~*Flowers l'配eivewith pleasure.(Fellbaum 1986) j r *CertaIn titles 










9) この考えは三木悦三(2002)によっても支持きれる。三木悦三(2002・11)では、 i大の'*1'heball hits 
easily.jに見られるように表面接触の動詞が中間+茸文に現われないのは「ボーノレ」に対するゐ定の
HちJjが共同社会的に維工にされ、さらに「ボールを打つ lとし寸行為が l 所定の目的的な行動とし
て慣行化し、ボールもその目的的な行動を課する平準を満たしていなし勺ためであると述ぺている。さ
らに緒方隆丈(2007:76)では'*111Cba]l hits easily.jが容認きれないのは， 'balllというカテゴ






治4に、 rl1flJ構文を例ぷずる'*'1'he加日werknmvs casily. (Keyser and Hoer長、r1984) J j * Jol1o 












'*W<Xl! sweatcrs knit easIly.(FeUbawn 1986)1 '*Inis Lype of chair makes 
easil:Yァ.(Fellbaum and Zribi Hcrtz 19:討9)1 'イThis b<XJk/Thi日 kind of似xm VvTIiJヨseasIlJヘ
山地 加1ma1~耳Tn Jに見られるa討に作成司、 「ネ111ewalLz dances伎lSily.(谷口一美 1995)Jめように









評留する品評企を想定すれば r-*wω1s¥veaIkYs knit easily.jは)主り立ちそうであるが、しかし厳併に言







'*lVlary fears/likes/shc日l1CSeasily. (N出amma1997)Jグ:例に見られるように 'fearタイブ。
の動示u(通常の能動態で使われだ場合に経験占ーを二}て語に取る動詞)Jは巾間構文の述語動詞になり得な





企presses!企11訂 a伎町Ivexes/infuriat正当seasily. (Nakarnura 1開7)Jの例から分かるように、 I，~じ:創出tenj
タイプの動詞であってもrI~I~JJ構支の述語動詞になり得ない場合がある。アド多啓(201 :):99~ 1附)に上Hば、この二
とは心理動討が「↑!間構文;の述語動詞になりるかどうかに知覚者の探索行為の問題が絡んでL込るためであると
ぎれる。 9~なわち、能動態構文で主語(知党者、動作りの探索わ記述Lその結として ìc:訟に動作 ì -~の
JliJ，k役割を勺えることがてやさる動詞に限って、 中出丈に現われ{守ると iA長じごし必。
この説明は確かに玄， ~í であると考えられるが、今まで、の通りに長rJ覚岩グ)出来行為を知i党とアブ;j -夕、
ンスといった Affしたjj式で中間f~主文の )1足立話Ij民!を分析しよう 10)。まず、 'fcarJタイプのJ心理動詞が
中間構 iとの述動詞になりないのは能動態構文;を仰Jぷする J主o治hnfた('a、汲訂rSI伯/
(Nak王ωamura1997)_I で 'fたむαωa町l汀rs包ゲ/ぺlik怯正esらνヨ缶 叶泊hamcsむJカ•• J>' 主語 i J01オhnlの 「司Ma色rη‘ちY.I にi吋Jす一るj非|ド:忌志:凶自台的〈ヲ:Jで、
無，意苔志'1ιよι、自が的〈甘jなf行J7，為f勾るを記述しその結果主請に動作主の意味役割が剖り斗てられないからで、ある(もちろん
国を与える二とは出来るが、そうなると康凶を与えた j二語には経験者の意味役刑が害!Jり勺てられるん
すなわち、 fears/likes九hames1 )デ i二誌の能動的なE長信行為によるものではないので、主l告には動作干
の怠味役割が苦Iji)'I~てられず、生11覚システムで会n覚も出会長ないばかりかアワオ司ダンスもtft供できない。
これに対して、 'frightcnjタイプの心外]動詞がli11[jJf着丈に現われるのは巾i品j構えには応する能動
態構之、例むよ IJ ohn frightenedl scared/，ほcitedMary. (Nakarnura 1997)_Iにはられるよう(二、















ば、友繁義典(2006:145)の研究が挙げられる。この論文によれば、 :-This meat {Chews/ 
digest:.;量、，wallows}msily.(Fellbaum and 7.ribi Hertz 1筏39:28)，は容認できるのにはし、 ， *This 



















/]ミする 'Tl"eι立 driVESniay. I tこ援用して説明すると同定した観客三点、すなわち irlbeC3rJ 
ptくった矢口党者は誰でも中間tjllJ文;の昆述するJ二語の属性を知覚することがで、きるということになる。
本稿では、この他にも「エコロジカル セルフ」の拡大、時空間の超越、伝達の多様化などの1悦念












英語では fHanyseduces easily and willingly.(van Oosten 1997)12) Jに見られるように、有生
主32のドーを記述する中!品d*薄文があり、 'Han成田 fullyra1 42.195 kilometers.( 1午例んのように、
主語の移動を記述する非能格構丈がある。これらの両構文は、 i項動詞を中心に構成される点で共通 i長








を持つ。さらに r'l1ustracrtor movcs well.( f午例)1に見られるように英語で廿無1一二二}二誌の属性を記述す





本多幹(2013:107)によれば、無ヨ二二I両間構文 '-Thistractor moves ¥えTcJLJ(よ矢1覚詩の知覚が
構丈の意味、の 4 部として慣間化した反出、 I'TI1C むョ:l:or !TI)¥主主iJ に例示される状態変化表現は匁l'註者
が問来事の先生をありのままに記述した点で違いがあるとされる。さらに木多J~'}(2013:113)によれば、有生二1:
間構文を例IJーする IHanysぼluccs easily ancl willinglY.Jはゴ同日計詩文を例示する「比mako







有g:，-t:話中1M]構文「日m句Tseduces easily and vilingly. Jと非能格構えを例示する 1旬 mko白ly






釘生 ~t8Erll間構文 r I-lany seduces easily and叩 lingly._jと非能格構え:'Hanako fully ran 
42.195 kilomcter旬、また無生主語中間構丈 rThe tractor moves well.Jと状態変化表現 rTlle
















有生主問中間]構立;を例示する 'Harryseduces easily and ¥1:1出nglY.1と、非能格構文を例示する
-Hanako fuly nm 42.1叩 kilomctcrs_J、また生主語中iH1A義文を例示する IThetractor江町田












有生主語中間構文'Harrysed悩~ easily and ¥il1inε:lY.Jと非能jA構文 'Hanakofuly ran 42.195 









有生主i語中!問中高文 'IbηT S袖紙芝う伎lSilyé丑1cl前11包習:lY.J と~I:能格構y. 'Taroo 11ms.(作例)J、












これに対して、 ~)fè能終構文を例ぷする 'Taroo just ran on the playground. (fノ円安Ij)J や状態変化表
現 'Thetrador movecl.J 1立十三百の信者的で、突発的な照変化を記述するので|百jヒ観察λ日日立っても必
ずしも合的状態変化を知覚するとは限らない。また?と間(例えば、運動場以外の場所)や時間によって必ずし
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